職員ワークショップの結果について

１　趣旨・目的

　　市民参加の制度の運用や市民参加による事業に取り組む職員や，それを支える立場にある職員が集まり，現行の「市民参加ガイドライン」を基に，市民参加の必要性や効果，課題などについて議論を交わす中で，市民参加の理念等の整理を行うとともに，新たに作成に取り組んでいる「職員のための市民参加の手引き（仮称）」の作成にこれをいかす。

　　また，日頃の業務等で感じる市民参加の必要性や運用の課題について意見交換をする中で，市民参加の意義の認識を深め，市民参加事業等へ取り組む意欲を高めて，もって今後の市民参加の更なる推進を図る。
２　日時・場所
　〈１日目〉

　　平成２３年１１月１６日（水）午後１時３０分～午後４時３０分（京都御池創生館）

　〈２日目〉

平成２３年１１月２１日（月）午後１時３０分～午後４時３０分（職員会館かもがわ）

３　参加者

　　市職員　４５名（１日目２５名，２日目２０名）

　　（原則として，各局区等から市民参加の実務担当者１名と局区等の庶務担当課職員１名を選出）
４　プログラム
　　各日５グループに分かれてワークショップ

　　・ウォーミングアップ

　　　・ワークその１　自己紹介シート記入

　　・ワークその２「市民参加を進めるための１５のチェックポイント」のチェック

　　・ワークその３「グループ内での自己紹介」

　　・ワークその４「グループ内でのチェック結果の共有」

　　・各グループからの発表

　　・ワークの振り返り

５　ワークショップで出された意見

　　「職員ワークショップ（11/16，21）意見取りまとめ」参照

６　浮き彫りとなった課題等
（１）職員の市民参加の意識・認識

　　①　市民参加とは何かについての認識が職員によって様々であること。

　　②　市民参加をしなければならないことは分かっていても，なぜ必要なのかについての理解はされているのか。
（２）職員から出た悩み
　　①　市民は市民参加を求めていないのではないかと思うことがある。

　　②　行政主導で行わなければ進まないものもあり，それはそれでよいのではないか。

　　③　市民参加はどの程度まで必要なのか，どの範囲を対象にするべきなのか，情報提供もどの程度必要なのかについて分からない，又は自信がない。

　　④　全ての職場で市民参加が必要なのか疑問（生活保護など）

　　⑤　予算や時間の制約がある中で，市民参加に取り組むこととのギャップに悩んでいる。

　　⑥　市民参加での満足度はどのように把握するのか。どの程度の満足を得られたらいいのか分からない。

（３）手引きの記述上の課題

　　①　「市民参加を進めるための１５のチェックポイント」（Ｐ．６）は，ワークショップを想定してものとなっているのではないか。

　　②　市民と行政との関係は「対等」，「パートナー」でよいのか。
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